
令和 6 年度

年度 ～ 年度

国　　費

県　　費

起　　債

そ の 他

一般財源

(評価)対象年度 振興計画事業シート 担 当 課 財 産 管 理 課

編 成 区 分 当初
事務事業評価【事前】シート

課 長 名 村 山 祥 子

記 入 日

会計の選択 一般会計 ハード・ソフト・維持等の選択※２ ハード

新規・継続事業の選択 新規 政策評価の選択 評価対象（新規）

R5.9.12 担 当 者 山 下 康 延

対象事業名 (事業番号 ) 旧上五島空港ターミナルビル改修事業 (144)

単独・補助・県営事業の選択※1 単独 総合戦略の選択※３ 未計上

第２次総合計画の位置付け
（体系表を確認し選択して下さい）

基本姿勢 1． 安心で魅力ある「定住のしま」

分　　野 1-3．

事業期間（選択） 単年度事業 継続事業の場合

R6 R7 R8 R9 R10

人をつくり地域を守るまちづくり

政　　策 1-3-6． 時代に対応した行財政運営

基本施策 1-3-6-② 町民本位の効率的なシステムづくり（信頼と効率）

R11 R12 計

事業費（千円） 40,000 40,000

0

0

38,000 38,000

0

2,000 0 0 0 0 0 0 2,000

事業の概要※５

◆全体事業計画又は事務フロー

上五島空港ターミナルビルの屋根改修、内部改修、空調設備改修一式
【施設の概要】
　　所在場所：友住郷726番地24　　　　　　  建築年度：昭和56年度
　　構　　造：鉄筋コンクリート造平屋建　　  経過年数：41年
　　延べ面積：280㎡　　　　　　　　　　　   屋根工法：シングル葺き

◆当年度事業計画

12節　委託料　2,500千円　設計業務委託
14節　工事請負費　37,500千円　施設改修工事

その他
特記事項

補助金等名※４ 補助率

事業の目的
（誰を対象に、どの様
なやり方で、どの様な
効果をえようとしてい

るのか）

旧上五島空港ターミナルビルは、昭和56年4月に開港し平成18年の定期路線廃止まで、その役割を担っ
てきた。定期路線廃止後は、長崎県など関係機関と施設の利活用について検討してきたが、アイデアが
出ていない。平成28年には、インフォメーションセンター設置の為改修を実施したが、天主堂近くに移
設したため、現在施設の大半が利用されていない。現在は、離島医療を守るためのＲＩＭＣＡＳ事業
で、救急患者輸送の待機所などとして一部利用している。施設設置から40年が経過し、経年劣化による
老朽化が著しく、早期に改修を行い、施設の長寿命化を図る。また、施設利活用を検討する際には、空
港エリア・友住郷・有川地区・町など拡がりを見据えた利活用検討の契機となるように建物を維持して
いけなければならない。



指標（単位）

年　度

目標値

成果指標及び目
標値の説明

● ●

評価理由

住民等の意見

町の対応

事業の必要性
（現状における問題

点、その要因、今後の
課題）

昭和５６年度に建設された旧上五島空港ターミナルビルは、長年の風雨により、屋根材の著しく劣化に
伴う雨漏りや内部の傷みが顕著である。屋根・内部・空調改修により、数多くは無いものの空港利用者
の災害避難場所としての機能を維持しておく必要や、特に医療を支えるための環境づくりを図りつつ、
ターミナルビルの老朽化によって利活用案の立案にも影響を及ぼすため消極姿勢にならざるを得ない
が、建物一新を契機とし利活用を進めていく。

成
果
（

活
動
）

指
標

施設利用件数（件）

令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度以降

1 2 3 3 3

施設利用件数が、現在ＲＩＭＣＡＳ事業の救急患者輸送の１件であるため、施設改修を行い、施設利用
の誘致等行い、利用件数を増やしていく。

３
次
評
価

事業のやり方改善 事業規模拡大

事業規模縮小 事業統廃合 その他

不採択 企画不十分
２
次
評
価

事業の方向性

採択
所管案のとおり

一部不採択 企画不十分

施設を長寿命化するために施設の維持管理は必要です。公共施設総合管理計画に基づき、緊急性がある
ものから改修し、管理コストの軽減、省エネ対策などを含めた効率の良い改修計画を作成ください。ま
た、施設の活用策については、県を含めて施設の活用を検討する場を設け、協議していくこと。


